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Etching　Pit．によるアルミニウム結晶
　　　　　　　　粒の方位決定．．に際する：研究

幸　　田．．成．康：

江木愉．∴．．弘三

申　　川　　　毅
　　（May　19．　190”2）

On　the 1）etermination　gf　Opt．entatiQn　of，　A！uminiu．　m

　　Cryst・al　Grains　by　Etching　Pits．　．，，

Shigeyasu　KoDA，　Keno　EGi

and　Takeshi　NAKAGAwA

　　　’This　report’contains　some’discus’sion’S on　the　determination　of　orientation　of

aluminium　crystal　grains　by　etching　pits．

　　　，A．　t，　first．　the　authors　．＄t．ari　ed　to／，fi．nd　good　etching　・reagent　for．this　pgrpose　and

・bt・i・e⑱r・圃・籍・f　the　f・11・w宝・g　c晦P・siti・・；聯坤・e・f．3、、．Pf3；ts　p琴．．厚α・．1一三…

1；。慧三三三三。0留1留認、6整P’之r◎bt岬by　t与’＄「畔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　iThdh”the　ai’thbis’S etching　r6agent　was　’compared　with　Lacornb6’s　bne，　ahd　it　was’

conclUded’・that　・the　・authors’s　reagent　is　suitabie　’to　make　good　shape　6f”’Pit’S”・’aAti

Lat　orr；be’s　reagent　is’　good　to．　disCover　imperfections　．in・　・the　・crystal．

　　　Next，　the　method　of　deterrr｝inatioR　of　orientation　by　etchng　pits　was　comp．a．re．d　w・i，th

－一ray　Lage　！T｝．ethgd．and　wq．　s，　cgncluded　that　this．　methgd　is　almost　satisfactg．ry．but　in

the　．base’ @of　r6etangulat　pits　’is　ndt　appli，ed　in　gdnerat．　Rectanglur　etching　Piti　，were

obtained　by　the　’surface’of　orinfation　of　both　（100）　and　（11e＞，　but　if’thefte　is　a　siliP　band，

the　orientation　was　determined，　’’’”　’　’・’　
”’

g　・

　　　．At，last，　this　method．　were　applied　to　the　following　cases　to　test　its　utility；・．（1）’

anqlysis．　pf　slip　bands，　（2）T．behavior　of　slip　bands．　near　the　grain　boqndary，．　（3）　deterpainc3T

ゆ，ρギ0：「le吻tiOn　gf．S岬1．　CgySt41　9「ai・S・（4）．defg「matiOp　Of　C「yr　yal　gralp吻・gld

work，

　　　Then　’thb Atith6rs’　c6ncluded　that　this　method　is　better’　to　aPply’to　the　fo116xkxihg

problems　than　the　other　methods；，the　determination　of・　orientation’of　crystal，grains

of　microscopic　size　and　the　behavior　of　grains　or　grain・　boundaries　caused　’by，・plastic

deformation．
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緒　　言

Etching　Pitを禺す方法

Pitの形歌と結晶粒の方位

方位決定の懸用例

1）　塗り帯　　 2）　麦＝り幣と粒界　　3）　ノ」、さい結晶

粒の方位　　4）結晶粒の島形

結　　論

蓬．緒 言

　アルミニウムを腐蝕翻で輕く腐蝕すると三々に小さい孔が三三ることがある。これをetching

pit（蝕孔）’と言うが，適當な腐蝕剤を選定すると極めて美しい孔の形になる。（Photo・1～3）

これから考察しようと思うのは，このような形の正しい孔の出回る場合であって，アルミニウ

ム合金を海水等で腐蝕した時に嵐下る不規則な形の（大膿は丸い形の）etching　pitではなv・。

形が正しv・という意味からetch－figure．（蝕像）’と；呼ぶこともあるが，腐蝕時闇をもつと延ば

して全面腐蝕（macro－etching）した時輯；來る階段妖の腐蝕模様をもetchぜigureと呼ぶ故，こ

れと嘔：別するため本報告では孔の方を　etching　pit　と呼び，全面腐蝕の時の蝕像を　etch－

figureと呼ぶこととする。

　このように純金鵬を腐蝕した時，やり：方によって：美しい形の孔が嵐回ることは既i’d934年｝・こ

Deschが’‘The　Chemistry　of　So撮s”に一章をさいて設明してv・る位古V・ものである。しか

し當晴は結晶の正確な方位を知る手懸りとしては余り利用してV・なV・。一：方etch－figureを結

晶の“大子”の方位決定に利用することも同様に古く，1924年目　Czochralskiの“Moderne

Metallkunde”にも多数の例が墨げてある。しかしこれをもとにt‘］E確な”方位決定に役立て

ようとしたのは1927年のPotSer－Sucksmithi），1928年のWeerts2），1929年の藤田氏s）等がは

じめであろう。

　この方澹の要黙を述べると，先づ試料の表面を；適當な腐蝕捌で腐蝕して粗V・面にする。使用

する腐蝕測が適當ならば，この腐蝕により結晶の特定の衝が露出される。例えばアルミ＝＝ウム

の時，ilCl水溶液で腐蝕すると（100）面があわれるQ（これは電子弁識鏡的にもそうなので，

Photo．4の如き電子顯微毎回眞を得る）。そのため試料に光を：あてながち動かすと，（100）面が

光と垂直に． ﾈった蒔，試料は光をもと來た方向え反射する。三って例えばFig．1の如き装置を

用V・て試料を色六動かし光の反射出向が入射方向と一致するようにすれば，その時試料の結晶

の（IOO）面は入射光の方向と垂直になつだことになる。試料を適當なgoni◎meterにつけ，動

1）　H．　H．　Potter　and　W．　Sucksmith，　Nature　119　（19Lt7），　924．

2）　J．　Weert，　Z．　techn．　Phys．　9　（1928），　I　L’6．

3）　B．　Fujita，　Mem，　College　of　ScL　Kyoto　lmp．　Uuiv．　A　］2　（1929），　159．
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かした角度を測れるようにして，そのような位置を二回求めれば，ステレオ投影を用い結晶の

方位が確定出來る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上は藤田氏考案の装置であるが，1940

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年Barrett－Levenson垂，カ§考案した装置は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Photo．5の如きものである。（この種の装

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置をoPtical　goniometerという）。　Sは試

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　料で陶板Fにとりつけてあり，盲は水亭軸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F
　　　　　　　　　　　　　　　　　　呼　　　　Vで廻轄され・Vは文垂直軸Hのまわりに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廻直証照る。V及びHには角度が目盛って
　　　Fig．　1　Fugitais　Optical　Goniometer
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるので，廻韓した角度が分る，。Cはラン

プ，Tは望遽鏡で，　Cであてた光の反射の強v・とtろを試料を動かしながら見る。はじめCと

Tとの位置を正しく定めてから，即ち試料の面の代りに鏡を勝v・た時強v・反射が來るようにセ

ットした後，試料を動かして結晶からの反射の強い位置を二回求めると，それからステレオ投

影により方位が分る。　（この報告で爾氏は今述べた方法を’‘eむch　pitsによる方位決定法”　と

呼んでい二るが，われわれのいうeach－figureによる方法である。爾氏の指定する腐蝕塵埋をす

るとpitにならすfigureになることがらそう推察される⊃c．

　以上の方位決定法は，X線廻析法より精度が落ち又記録性が無v・訣黙はあるが，便利で簡軍

で且つ相當小さV・結晶粒の方位も求め得る良V・方法である。しかし結晶粒が更に小さい場合や

下述する實例で示すような研究幽遠の場合には，etching　pitの形によった方が有利である。

よって著者等は方位決定に都合のよv・ようなはっきりした形のpitを得る腐蝕剤を求めて方位

決定に役立てる乙とにした。本報告はこの方法に謝する心音的老察を述べたものである。
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Etching　．Pits　of　Pure　Aluminium．

Our　Etching　Reagent．

（99．99％　Al）

Ele・vtron　Microgragh　of　Etch－

figure　of　Pure　Aluminnium

（99．99％　Al）

Barrett－Levenson’s　Optical

Goniorr．eter．

Photo．　5

1t・Etching　pitを出す方法

　試料は成可．く高純度アルミSウムが好ましいが，普通の純アルミ＝ウムでも不可能ではない。

試用の形歌としては著者等は厚さ0．5mm，幅10mmの短冊形の板を用いた。これを衆知の電解

研磨法で研磨する。豫備虚理としては，顯微鏡用の試片を磨く方法で良く機械研磨をしておV・

た方がよい。しかし焼鈍後機械研鷹をすることは，飛躍のおそれがある故．焼鈍前によく機械

研磨をしておいてから焼鈍腱狸を行い，それをすぐ電解研磨にかけるのがよい。電解條件の一

例を示せば，

　電解液，無水酷酸780ccと過忌詞酸220ccの混合液（正確にこの割合でなくとも可）

　電流密度，20～25A／dm　2（これにとらわれる必要は無v・）

　電源，直流40～50V

　所要時闇，高純度アルミ：：ウムで2～10min。普通純アルミ；＝　Vムで4～20min．

　電解研磨後はよく水洗し，場合によってはアルゴール等を用V・て乾かす。美しい研磨面を得

るためには，この後の庭理も大切である。・
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　それからetching　pitを出すための衡蝕をするのであるが，著者等はTab．1詑載の魔法の

液を用いた。擁蝕時闇は大盤1mi11以内もうまくゆかない時は水の量を加減する。先のPhoto

1～3はこのようにして得た鷹眞である。

Table　1　Reagents　for　Etching

Com．position　（parts）

刀Ct NNO，，

the　authors

Lacombe

Barrett－Levenson

2

50

9

1

47

3

／1F

1

3

2

　　　　1

・／2・ E＿璽ヅi鷺∵
ovLt　140r　w60sec　forlilT202・

　　　　5sec．　Sometirnes
一　ladded　lilo　O

　5　　　2醜in．

　とこ「ろで近年etching　pitを出す1方法としてフランスのLacombe5＞が岡じくTab．1に示

した塵法の液で腐蝕を行い，ts　kの研究を行っている。依ってLacombe液の特長がどこにあ

るかを知る麟的で，先づ比較楡討を試みた。その結果を欄回書ぎにすると次の如くである。

　先づ著者等の液の特長は

1．

2．

3．

4．

5．

6．

Lacombe液より旧きv、　pitが出回るo

pitの大さは水を1～2倍蜘えるに從v、璽に大きくなり，

結晶粒の方位によりpitの出三方が余り攣らなV・。

結1職粒内の場・所によりpitの出來方が余り攣らない。

pitはたり精等に発く無圏係に生ずる。、

pitの形がよく，結晶粒の方位決定には都舎がよい。

それと共セこ敏を二減する。

　これに封しLacOmbe液の特長は，

　1．　p琵　力§ノ」、さV・Q

　2．etching作用大。　Pitを出すに5sec。位が最麹で，10sec．になると全幅にpkが轡集し，

15secになるとpitの存在が分らない位腐蝕される。時聞と共にpitの1倣は乱すが，大きくは

ならない。

　3．　この液の蒸氣によっても多少腐蝕される。試片を液の上にかざしてみると分る。

　4．結晶粒の商きによってpitの出來る速さがちがう。丁丁が（1PO）爾の結晶1競：はpitが出

來にくい。即ち方向依存性が強い。

　5．同じ結晶粒でも，pitの出來工合が場所によって異り，轡なところがあったり疎のとこ

ろがあったりする。　　　　　　　　　e

6・pltがin．喘とか踊のこすり麟の上剛親い働黙する・購焔細腰であ

る。

5）　P．　Lacombe，　Rep．　Con£　Strength　of　Solids，　（1948）　9］．
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　7．pitの形に重きをおかない，例えばsub－grain　boundariesの女口き蓮績したものを見る

のに都合のよV・性質を有してV、る。

　YKVC以上の結果を爲眞上で見よう。

　Photo．6は，二つの結晶粒で一方のpitは：三角形で，他方のは：正方形になっており・正方

形のpitの出る面即ち⊂100）薗では腐蝕の進行のおそv・ことが見られる。

　　　　　　　　　　　　　　　　1　．1　’　，t？t｝．tx．一．t　t．　．s．t　十v　．　　t　t’”　t　”　”　t欝事漁∫ヂ 　　　　　　　や　　　　　　　　　　ゆ　　　　棚　学軌．ぜ

　　　　　　詮㍗乳

　　　　　　　．肇　．

　　　　　・・ぐ∵ピ噛

Photo．　6
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翫、、
　ノ　　　　『　　　戸

Photo．　’ W’

書山門予測誉「
マキ　　　かい　　キれカ　デロズ

∴：ギ〆鱗落

疑、．，　・　毛

1渚＼み，

ヤ　　　　　　　　　免　　　　　轟1

ゴコ
梶@キマ

虚縷諮，∵忍＿輪．
t　窪1摯；藩鑓翻∴，、

麿1・声剛需

Photo．　7

織鵬義

　　　　　r

レ　　ぐゆごダ

　　蛎臆
飯∴篶1擁

鷲態濠
　そげ　エきド　ゾヒ　　ら

　’㍉＼・∵ノ｝．凱・』

　■ひ’争｝・甥’・∵弔

　　　　　　・　ン’
　　　　　　　じ　　　　　　ノ　　　・　　　，　SE，；ξFレ　n

癬羅騨
賓嘱∫〆1爆：国漫

Photo．　9
鴨

閥wﾓ鷹鐸緒き

7鷺影・

Photo．6－10　Etching　Pits　of　Pure　Aluminium

　　　　　　　（99．99％　Al）．　Lacombe’s

　　　　　　　Etching　Reagents　×300

k

Photo．10



Etching　Pitによるアルミ自ウム結晶粒の方位決定に騨する研究 241

　Photo．7は，隣一の附図粒内で・も場勝によりpitの密慶が異ることを示す。かかる轡度の差

に意瞭を持たすことは疑問に思う。

　Photo．8～10は，僅かの引張りによってたり幣を出してから腐蝕したもので，　pitがたり幣

の上に來る場合と全鉢關係のない場合とpg　¢，る・Photo・10はpitがたり帯の上に禺來た場含で

あるが，腐蝕が過ぎてpitの形のくすれたものである。この檬にLacombe液は格子欠隆1こ緻

態な性質を有してV・るが，pitの一つ一つが果して個々の欠陥を示すかどうかは疑問に思う。

pitの間の闇隔や丁度をもとに格子欠陥の閥の間隔や密度を考えることは行き遜ぎと思う。

　最後にBarrett一一Levensonの液（Tab．1滲照）であるが，この特性は著者等の液とLacombe

液の閥にあ｝），腐蝕時間を短かくするとpitが四四るが大さは著考等のよb小さい。全面腐蝕

にした時，極めて美しい光澤のある腐蝕面が得られ，光四四に結晶方位をきあるのに都合のよ

いことは本液の特長であるう。

　なお，いすれの液も使用回避に調合しないとよい結果が得られなV・。

lis・Pitの形朕の結晶粒の方位

　pitの輪郭は腐蝕によって三二された結最の（100）面が試料表面によって切られた形として

理解三三るとされているが，e亡ch－figureに依って方位を求めた古い文献3）には（100）腰のみな

6・r9・（110）恥蹴さ騨とし＊”c　6のカ§ある・依って・の靴確かめる爲めt　fOらか鵬X線

vcよって声位を決めた結晶粒にpit酬して・腐蝕によってあちわされる面麟味する胴時

にpitの形欺と結晶の方位との閣係を吟味してみた。

　Fig．念ん11はその結果で，圃の上の闘形はステレオ投影の閉門，．　PQなる直穫は試料とした

アルミ＝・・＝Lム板の長濁荊，他の二本或は三本の直穫はpitの邊に1垂直の方向，プL印はそれよ

り求めた（100）面のpol．e，　X印はX線によって求めた（100）面のpoleを示す。下の職はその

蒔のpitの形然の一例で，　Photo．11～14は方位決定のもとにした窮翼の一部である。

　その結果，著者等の腐蝕液によって労功される面は確實に（100）聞のみであることが分つた。

固し粒界匹寓來るpitには稽不規則なものもあるようである。又今の問題には關平ないが・鞭

酸で腐蝕した電子三二鏡試料に干てPhoto・15女薩く（110）面の出海ものを，唯の一一一IPtだけ認め

たことがあっ海。しかし，著者等の大ge　v，　etching　pitには，　z一の様なものは一つも無かつ海。

懸しP圭tの邊が直線でなく弧朕になる時があっ海。（photo．12又はphoto22）

　次にpitの形と結晶の方位：との關係であるが，　Fig．2～7に示すように，三角形の時には確實

に，又網嘗正確に方位が決められるが，賜角形の時には一般には決ま：らなV・。（Fig．9の如くた

り幣でもあるとそれと緯合せて決定轟來ることがある）。つまり正方形のpitでも必ずしも

（100）面が試料表面と一致すると限らない。例えば（110）面が試料表面と一致したもので正方

形が見られたことがある。（Photo．21の上の結融粒の場合）aの檬な時矩形が繊る傾向はあるが
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Fig．　L7－l　l　Determination　of　Orientation　by　Stereogaphic　Projection　of　Etching
t’its，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
Diameter　P　Q　．：　Longitudinal　Direction　of　Aluminim　Sheet

The　Other　Diarneters　：　Directicns　PerFendicnlar　to　Sides　of　Etching　Pit．c．：

G）　；　Poles　of　（100）　Planes　Determined　by　Etching　Pits．

×　；　Po．les　of　（100）　Plares　Determined　by　X－Ray　Laue　Method．

AB　in　Fig．　9　；　Dire－tion　Perpendicular　to　a　Slip　Band．　（Sma］1　Triangle　Mark　on

　　　　this　Line　is　a　Pole　of　（111）　Slip　Plane）

亀

、．．

p．、．

　　　　　　」桑rぎ・鐙r＼

　　　　．“ぐ蝋：．1．汚．

　　．．．舶雌直・・

　　　7磁1緊購．

騒1、睡：：

　　　　　　　　Photo．11

1繊

Pheto．12
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　『幽転駕瓢，・・s：；ll：

　　　　1、鐵

Photo．13

翻

．1弁償照門羨，

。．纈剛噂噂鱒含幽』
　　　　　　Photo．14

245

Photo．11－14　Etching　Pits　of　Pure　Aluminium

　　　　　　　　　　　　　　　　　×　，300

Photo．15　Electron　Micrograph　of　Etching　Pits

of　Com皿erciaIly　Pure　Alummlum ×440U

　　　　　Photo．15

必ずしもそうと限らなv・。逆に（100）面が表面と一致する博でも矩形（余り邊の長さの攣らな

い⊃になる時がある。故に顯微鏡の焦黒占深度が深くpitの奥までピントが合ってpitの立騰的

な形歌が判蜥出來る場合とか別にたり帯の如き・手懸りのある場合を除き，四角形のpitから結

晶の方位を決定することは不可能である。次に略正方

形のpitに直角二等邊三角形や正方形の一角を叡つた

五角形が隠ることがあるが，これは噺面がFig．12の

如くなっている時であろ。

　以上の結果からみて，三つの（100）面の駈り口が出

ている時には：結晶’方位は花確に決めろことが思來ると

畿．慾
Fig．12

　　　　　∫
　I　　　　　　　　　l
　ロ　　　　　　　　　ヒ　　　　　ロ

　1　　．．l　l

Pentragonal　Share
of　Etching　P｛ts

く）

言5結論を得た。但し脚個のpitの輪郭をもとに（100）面の徴り口の方向を判噺することが1…青

度を高めるkに必要である。

IV．方位決定の磨用例

本方法による結品の方位決定が，他の方法より便利な場合を二，三の實例にっhて述べる。
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　1）た　り　帯

　Photo．16～19は，板の長さのEtJ向（爲眞の左右の：方向）に5％引張りを與えた阻大結晶粒の

高純度Al板の一部にetching　pitを出した篇眞である。このとき方位決定のため全面腐蝕

（etch－figure）をすると是り帯が見えなくなるから，pitの方が有利である。

pitの形撒をもとに結品の方位を求めるには，：先ずステレオ投影の中事上に板の長さの方向を

示す直径．P9を基準に，　pitの三角形の各邊に垂直な直径3本を引けば，この3本の直径上に

駁灘慧・

Photo．16

響

　　棄、圏

懸、
Photo．18

　　　　　　　　睾ぐ

　　　　　　x

Photo．20

Photo．17

　　　　　　　　の　　　　　　Photo．19

Photo．16－19　Slip　Bands，　Deformation　Bands

and　Etching　Pits．

Photo．20　Slip　Bands　and　Etching　Pits．

（Deformation　after　Etching）
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それぞれ（100）面の三つ4）poleが存在するはすである。よって（100⊃面の一つのpoleが中

心に，他の二つのpoleが野竹上にある標準三態のものを，　Wulffの網によって1回の回輔で

先の3本の直線上に持ち正すことができれ

ば，それが試料表面を幽幽としたときの（100）

面の三つのpoleの位置を示すことになる。

但しこの條件を撰す場合が二つできるが，か

くして得・たpoleをもとに逆にpitの形を書

いてみると，一？は鏡朕の鑑識のもので結局

一つに決って來る。　（具骸的なやり方につい

ては例えば丈献6）7）参照）

　Fig・13はこのようにして撮め〕たPho’to・19

の（100）面のpoleである。かくて結晶の方

位が分れば，・この結晶に加えた長さ方向の張

力によって起る麦＝り早月り：方向がTaylorの

圖をもとに決定できる。こうして調べてゆく

と，Photo．19のたり帯は最も起り易いたり

帯であることが分り，又断り面の表面となす

角度や受＝り方向も求められる。Fig．13のAB

はかくして得たたり面，Dは是り方向を示す。

’pe

A

D
ゐ

B

Q

Fig，13　Stereographic　Analysis　of　the

Crysta；　Shown　in　Pheto．　19，

　pt2　；　Longi　tudi，　nal　Direction　of　Sheet．；

　N　；Pole　of　（100）　Planes．

　A　3’　Pole　of　Slip　Plar－e　Expected

　　　　from　the　Theory．

　Arc　ADB　；　Slip　Plar－e　Expe2ted．

　AB　；　Direction　of　lnterseetion　of　Slip

　　　　P］are　to　the　Surface．

　D：　Slip　Direction　Expected．　’

叉同算眞には贈り帯を横切ってdeformation　bandが見られるが，　deformation　bandの本

四 灘

選鐡it

緩

蠣

鵜
　’

　　　　　　Phot　’．21

Photo．Ll　Grain　Boundary，　Slip　Bands

and　Etchlng　Pits．　Continuity　of　Slip．

Bands　through　Grain　Bohundary．

“

彌譲　　瀦

繋繋
☆；臓1

　　　　　　　Photo．22

Photo，L，2　Rotation　of　Heavy　Worked

Grain　Shown　by　Etching　pits．

6）幸田，諸住，關川，北海道大學工學部彙報第5號（昭和26年）162・

7）幸田，竹山，同上，ユ76・
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當の爾指数は分らないまでもChem－Mathewson8）のいう如くたb方向と略直角の面と老えて

よい向きにあらわれてv・るtとは分る。

　かくの如く1葉の門門をもとに，いろV・うなことが分析できることは便利と思う。但し是り

を盈じさせてからpitを1．卜1すべきで，’pitを出してからだと，　Photo．20の如くpi亡近傍にた・

り線の不：整（Cahn9）はcross　slipという）を杢kする。

　2）　たり孝浮と牙笠界

　Photo．21は，粒，界を横切ってたり幣が績いている場合であるが，　etching　Pitをもとに二

つの結晶粒の方位を知れば，二つのたり帯の間の關係も知る乙とができる。今の場合引張りの

：方両は篇翼の左右の方向である。次にこれを分析してみる。

　下の結晶粒は三角形のpitなので，’これをもとに方位を奮め，さらにこれに引張りを與え海

時にできるたり面たり：方向を求めると，Fig・14右圃を得る。圃のPQは引張り方尚を示す。同

様に上の結晶粒について方位をきめるとFig・14左囲の如くになる。但し今度はpitが．四角形

なので普通ならば求められないが，今の場合はiヒリ帯が一つあること（（111）面の一つ），・）一

り帯が下の粒のたり帯に縫綴していること（境界弼に聴V・て縷回してV・るのであるから下の面

の一つの（111）間が上の薗の一つの（111）間と一致してv・ることが豫想される），たり帯

P

　　A
　　；
　　：

　　：

　　：
a’　X1

5

Q P
a x

／

x
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　の
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　！／
b・
／
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ANx
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　　　　　　Upper　Grain　Lower　Grain
Fig．14　Sterographic　Analysis　of　the　Relation　Between　Slip　Bands　in　Two

NTeighbouring　Grains　Shown　in　Photo．　21．　Slip　Bands　Are　Continuous　Trough

．　Grain　Boundary．

　　　rr　；　Poies　of　（100）　Planes　of　the　Grain．

　　　A　；　？ole　of　Slip　Plane　Expected　from　the　Theory．

　　　Arc　ADB　and　A／DtBノ’S】ip　Plane　Expected．

　　　Point　D　and　D’　；　Slip　Direction．　”
　　　Short　Curve　ab　and’　atb’；A　Part　of　SIW　Plane　of　the　other　Grain．

S）　N，　K．　Chem　and　C．　H．　Mathewson，　：　Metals．　（19，51），　65T“）．

9）　R．　W．　Cahn，　J．　lnst．　Metals，　（lq，　t51，　May），　i　29．
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の影のつをぐあいが滲考になるtとから，Fig・14充の如く求めら勉る。この粒に勤し左右：方向

の引張りで｝瞭三三た：回向を求めると，糠に旧いるた嘱は矢弓勧麟た礪であ

ることが分つた・3「c　aのとき三三＃ρ・痢（l19）墾め一。　3“ると・Fig・13のP・　「vで示す

方向を有し，誤叢鞭で爾方のた殖の交線上に乗ってV・乙6從って藩し粒界が完発にた妨

肉を含むとすれば，完発に三方のたり面は立脊豊的にも接績してV・ることになる。粒界の立膿的

な方向は本三三では分らなV・が，三三たり方商を含んでV・ると湾えてよV・だろう。このUとは

逆に上の粒と下の粒とが極めて特殊な方位關係にあることを曙示しているQこれについては今

後さらにこの線に漕い概究を進めたい。

　かくの如く1枚の瑠翼よりこうした貸析のできることは便利な黙と思う。

　3）小さv・結晶粒の方位

　小さい結贔粒でも，その索にpitを作り得る大さであれば方位の決定が可能である。

　4）結最粒の攣形

　撫工によって結儲粒が振れたような場合，pitの軽きが攣ることから，加工の結晶粒：に輿え

る効果を知る手懸りとすることがでぎる。Photo．22にその細意を承す。．

　以下主要な場合を蜘デたが，まだこの外にも慮用の方法は考えられると思う。

V．結 論

謝上ρ撫よ晦◎本質は次の特長碑面考えら驚・
　1）　結晶粒の：方位決定洗として心意迅速且つ詑録が残iる。

　2）　結晶粒がある程度小さくとも方位i決定ができる。

　3）　塑性攣形に絆う結晶粒内部あるいは境界の妄動やiヒリ線の鳴動をしらべるに都合がよ

い。’

本報告は日本金掘戸越昭和26年度秋季大回において褒表したことを附説する。


